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キャビティーリングダウン分光法をはじめとした共振器分光法は、検出困難な分子種を計測す

るための高感度分光計測の手法として、強力な分光手法であることが知られている。さらに光周

波数コムを光源とした共振器分光法は、光周波数コムの多数の狭線幅なモードと共振器の共鳴周

波数を一致させることで、広波長域の同時計測が可能である。本研究では、光周波数コムを光源

とした共振器分光手法とフーリエ変換分光システムを用いて、近赤外領域(1560-1600 nm)における

CO 気体の倍音遷移[2]の多数の吸収線を同時に観測した。我々の分光システムにおいては、高分

解能フーリエ変換分光システム[1]を用いたことで、光周波数コムがもつ高精度での測定が可能と

なり、圧力変化による吸収スペクトル線形の微小な変化の検出を実現した。 

図に実験システムの概略を示した。Erファイバーコムは、高フィネス共振器（フィネス 21000）

に共鳴するよう繰り返し周波数(frep)とオフセット周波数を制御した。共振器を含むセルには、

CO-Ar (1000 ppm)を封入し、共振器の透過出力を高分解能フーリエ変換分光システムで取得した。

フーリエ変換分光システムでは、干渉光路長を c/frepと一致させることでコムのモード分解能が得

られる。さらに本研究では、コムのモード周波数を掃引することで 50 MHz の分解能を得た。講

演では、分光システムの詳細と得られたスペクトルの圧力シフト・幅の計測結果について述べる。 
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